
氏名 中尾　和昇

学部担当科目

・言語・文学（三）
・国文学講読（四）
・演習Ⅰ（五）
・演習Ⅱ（四）
・上方文学論
・国文学史Ⅳ
・近世演劇鑑賞

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

なし

授業科目

平　成　28　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近世文学会・日本文学協会・関西大学国文学会

馬琴小説の様式的把握、名所図会の生成・展開・享受

国文学科の学外研修の一環として、京都宇治の散策をおこなった。
昨年度に引き続き、「くずし字を読む会」において、古典文学作品の読解に必要な、く
ずし字の勉強会をおこなった。

日本文学協会委員（平成27年12月～）
第２１回奈良大学国語教育研究会　記念講演「『摂津名所図会』の世界」（於奈良大学　平成28
年8月6日）
門真市立歴史資料館　歴史講座「『河内名所図会』と古典文学」（於門真市立歴史資料館　平成
28年8月7日）

関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程

博士（文学）関西大学

日本近世文学

最終学歴

　【研究上の特記事項】
科学研究費補助金　基盤研究（Ｃ）「１９世紀初頭・長編小説生成期における構成・素
材・記述に関する総合的研究」研究分担者（代表：木越俊介、2016～2019年度）

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

文学部教務委員、歴史フォーラム委員、広報担当

大学院博士後期課程
担当科目

なし

通信教育部担当科目 なし



単著

単著

単著

単独

②

⑤

①「馬琴小説と「転生」」

③

④

①

③

（その他）

②

⑤

④

③曲亭馬琴『縁結文定紋』
―解題と翻刻―（上）

（学会発表）

①「馬琴小説と「転生」」

②名所図会の古典利用

②

③

馬琴小説における「転生」の趣向に
ついて発表したもの。

馬琴合巻『縁結文定紋』の翻刻紹
介。査読無。pp240-217

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

平成２８年６月

平成２９年１月

平成２９年３月

馬琴小説における「転生」の趣向に
ついて論じたもの。査読有。pp104-
119

名所図会における古典利用の一斑に
ついて明らかにしたもの。査読無。
pp94-97

『読本研究新集』第
８集

『日本文学』６６巻
１号

『奈良大学紀要』４
５号

京都近世小説研究会平成２８年４月


